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平成24年11月12日に提出いたしました第34期第２四半期（自 平成24年７月１日 至 平成24年９月30

日）四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告

書の訂正報告書を提出するものであります。 

  

 第一部 企業情報 

  第２ 事業の状況 

   ３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 

     (1) 業績の状況 

  

  第４ 経理の状況 

   １ 四半期連結財務諸表 

    注記事項 

     セグメント情報等 

      セグメント情報 

  

訂正箇所は  を付して表示しております。 

  

１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

２ 【訂正事項】

３ 【訂正箇所】



  

  （訂正前） 

＜前略＞ 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しているため、当第２四半期連

結累計期間の比較・分析は変更後の区分に基づいております。 

①情報通信事業 

携帯キャリア向けの設備増強案件や、郵便会社向けインフラ構築案件が伸長し、売上高は

66,299百万円（前年同期比38.3％増）、営業利益は7,687百万円（同33.4％増）となりました。 

②金融事業 

カード会社向け案件等が減少し、売上高は10,611百万円（同15.4％減）となりましたが、売上

総利益率の改善等により、営業利益は1,062百万円（同35.9％増）となりました。 

③エンタープライズ事業 

売上高は概ね前年並みの43,019百万円（同1.3％減）となりましたが、販売費及び一般管理費

の増加により、営業利益は955百万円（同34.2％減）となりました。 

④流通事業 

石油元売会社向けPOSシステム案件等が伸長し、売上高は19,442百万円（同6.9％増）となりま

したが、売上総利益率の低下、販売費及び一般管理費の増加により、営業利益は1,162百万円

（同33.4％減）となりました。 

⑤クラウドプラットフォーム事業 

当セグメントは、データセンターを含むクラウド関連ビジネスを全社横断的に提供しており、

売上高は13,517百万円（同3.8％増）、営業利益は725百万円（同13.7％減）となりました。 

⑥保守・運用サービス事業 

当セグメントは、保守・運用を中心としたサービスビジネスを全社横断的に提供しており、売

上高は14,195百万円（同5.7％増）、営業利益は5,281百万円（同0.7％減）となりました。 

⑦その他 

売上高は5,079百万円（同6.9％減）、営業損失は254百万円（前年同期は93百万円の営業利

益）となりました。 

  
 （注）上記セグメントの売上高及び営業利益は、セグメント間の内部売上高等を含めて表示しております。 

  

第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

 ３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  (1) 業績の状況



  
  （訂正後） 

＜前略＞ 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しているため、当第２四半期連

結累計期間の比較・分析は変更後の区分に基づいております。 

①情報通信事業 

携帯キャリア向けの設備増強案件や、郵便会社向けインフラ構築案件が伸長し、売上高は

66,382百万円（前年同期比38.4％増）、営業利益は7,687百万円（同33.4％増）となりました。 

②金融事業 

カード会社向け案件等が減少し、売上高は10,616百万円（同15.4％減）となりましたが、売上

総利益率の改善等により、営業利益は1,062百万円（同35.9％増）となりました。 

③エンタープライズ事業 

売上高は概ね前年並みの43,027百万円（同1.3％減）となりましたが、販売費及び一般管理費

の増加により、営業利益は955百万円（同34.2％減）となりました。 

④流通事業 

石油元売会社向けPOSシステム案件等が伸長し、売上高は19,431百万円（同6.8％増）となりま

したが、売上総利益率の低下、販売費及び一般管理費の増加により、営業利益は1,162百万円

（同33.4％減）となりました。 

⑤クラウドプラットフォーム事業 

当セグメントは、データセンターを含むクラウド関連ビジネスを全社横断的に提供しており、

売上高は13,772百万円（同4.2％増）、営業利益は725百万円（同13.7％減）となりました。 

⑥保守・運用サービス事業 

当セグメントは、保守・運用を中心としたサービスビジネスを全社横断的に提供しており、売

上高は30,757百万円（同0.3％減）、営業利益は5,281百万円（同0.7％減）となりました。 

⑦その他 

売上高は5,081百万円（同6.9％減）、営業損失は254百万円（前年同期は93百万円の営業利

益）となりました。 

  
 （注）上記セグメントの売上高及び営業利益は、セグメント間の内部売上高等を含めて表示しております。 

  



  

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  （訂正前） 

 
(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、科学事業部等が含まれておりま

す。 

２．セグメント利益の調整額△7,205百万円には、主に全社費用△7,906百万円、セグメント間取引消去730百万

円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  （訂正後） 

 
(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、科学事業部等が含まれておりま

す。 

２．セグメント利益の調整額△7,205百万円には、主に全社費用△7,906百万円、セグメント間取引消去730百万

円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

第４ 【経理の状況】

 １ 【四半期連結財務諸表】

 【注記事項】

 (セグメント情報等)

 【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額 
(注２)

四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
(注３)

情報 
通信 
事業

金融 
事業

エンタ
ープラ
イズ 
事業

流通 
事業

クラウ
ドプラ
ットフ
ォーム
事業

保守・
運用 

サービ
ス事業

計

売上高

  外部顧客への 
 売上高

47,683 12,504 43,224 18,137 3,474 1,508 126,533 3,892 130,426 ― 130,426

  セグメント間の 
  内部売上高又は 
  振替高

264 41 354 50 9,550 11,925 22,186 1,563 23,749 △23,749 ―

計 47,947 12,545 43,579 18,187 13,025 13,434 148,719 5,455 154,175 △23,749 130,426

セグメント利益 5,760 781 1,451 1,744 840 5,319 15,898 93 15,991 △7,205 8,786

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額 
(注２)

四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
(注３)

情報 
通信 
事業

金融 
事業

エンタ
ープラ
イズ 
事業

流通 
事業

クラウ
ドプラ
ットフ
ォーム
事業

保守・
運用 

サービ
ス事業

計

売上高

  外部顧客への 
 売上高

47,683 12,504 43,224 18,137 3,474 1,508 126,533 3,892 130,426 ― 130,426

  セグメント間の 
  内部売上高又は 
  振替高

293 41 358 49 9,738 29,351 39,831 1,565 41,396 △41,396 ―

計 47,977 12,545 43,583 18,186 13,213 30,859 166,365 5,458 171,823 △41,396 130,426

セグメント利益 5,760 781 1,451 1,744 840 5,319 15,898 93 15,991 △7,205 8,786



  
Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  （訂正前） 

 
(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、科学事業部等が含まれておりま

す。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△6,568百万円には、主に全社費用△7,161百万円、セグメント間取引

消去655百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用

であります。 

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  （訂正後） 

 
(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、科学事業部等が含まれておりま

す。 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△6,568百万円には、主に全社費用△7,161百万円、セグメント間取引

消去655百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用

であります。 

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額 
(注２)

四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
(注３)

情報 
通信 
事業

金融 
事業

エンタ
ープラ
イズ 
事業

流通 
事業

クラウ
ドプラ
ットフ
ォーム
事業

保守・
運用 

サービ
ス事業

計

売上高

  外部顧客への 
 売上高

65,952 10,557 42,574 19,285 3,388 1,434 143,193 3,112 146,305 ― 146,305

  セグメント間の 
  内部売上高又は 
  振替高

346 54 444 156 10,128 12,761 23,892 1,966 25,858 △25,858 ―

計 66,299 10,611 43,019 19,442 13,517 14,195 167,085 5,079 172,164 △25,858 146,305

セグメント利益又
は損失(△)

7,687 1,062 955 1,162 725 5,281 16,875 △254 16,620 △6,568 10,051

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額 
(注２)

四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
(注３)

情報 
通信 
事業

金融 
事業

エンタ
ープラ
イズ 
事業

流通 
事業

クラウ
ドプラ
ットフ
ォーム
事業

保守・
運用 

サービ
ス事業

計

売上高

  外部顧客への 
 売上高

65,952 10,557 42,574 19,285 3,388 1,434 143,193 3,112 146,305 ― 146,305

  セグメント間の 
  内部売上高又は 
  振替高

429 58 453 146 10,384 29,322 40,795 1,969 42,764 △42,764 ―

計 66,382 10,616 43,027 19,431 13,772 30,757 183,988 5,081 189,070 △42,764 146,305

セグメント利益又
は損失(△)

7,687 1,062 955 1,162 725 5,281 16,875 △254 16,620 △6,568 10,051
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当社代表取締役社長菊地哲及び取締役兼専務執行役員池田修二は、当社の第34期第２四半期(自平成24

年７月１日至平成24年９月30日)の四半期報告書の訂正報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適

正に記載されていることを確認いたしました。 

  

該当事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】


